




















































(kon'y a→) kon-'ya (今夜)



















k on' ya 
zen ln 
(ren' a-ekan→ren-a-e'kan→)ren-ai' kan(恋愛観) ren'aikan/ren'a邑kan








なく、はっきりと) r下降する j イントネーションを表すのに、ヱクスクラメーションマ






























































※ 1 :近藤(1995a)。これを「何年式J と呼んできた。




























(丙)i/uの前で t、 (x)dはそれぞれ ci/u、 (x)zi/uに合流。



















※ 3 :方式の変遷は大略以下のようである。近藤 (2006)の注 1(pp.35・36)に経緯を記したこ
とがあるが、その後のさらなる小改変もあり、また筆者の記憶違いなどがあったため、改
めて記す。 (1)まず近藤 (1995a)ではアクサングラーヴを用い、また中位の前鼻音は b、d、g
及び zの真上にテイルデを乗せた。これを f95年式」と呼んだ。 (2)近藤 (1996b)において、
末位に核が来る場合にアクサンテギュを書くことにした。 95年式では「末位に核のある
もの単独j と「無核の形式」の書き分けができなかった。これをもって「何年式改J と
した。 (3)しばらく「何年式改j を用いて書くうち、近藤(1999)において「第 1音節の長
母音j の問題を扱い、それに伴って表記法を改良した。ここで「無補助記号方式」につい












遷の経緯を記した注 1では fXj に言及していない。この「空き文字になっている xj を
用いるというやり方は、多分当時ネットで見た、補助記号なしでエスペラントを表記する
方式をまねたのだと思う。 cウエッジ(チョー)のかわりに cx、g ウエッジ(ヂョー)のか
わりに gxといったやりかたである。 uにカップ(重母音の副母音になる、非成節的な短い u)
も uxと書いていた。近藤(2010)では 2006年の方式について改めてまとめている。 (6)近
藤 (2014)で、狭義の「疑問音調」の表記方法について考えた。本文 f2新プレーンの変更
点J参照。 (7)近藤 (2015)では、分析の便宜のこともあって a+eの重母音<a-e>をハイフン
を廃してく創〉と書くことにした。これが無補助記号の最新版、現行の「プレーンJである。
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